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研究成果の概要（和文）：兵庫県三田市の環境条件の異なるため池とビオトープの10箇所で，博物館実習講座受講者と
ともにカワバタモロコの個体数推定を10年続け, 同時にこれらのため池の物理化学的要因と捕食者の密度などため池の
生物群集の全体像を把握し，数の変動要因を考察した. 新規の導入後は高い増殖率を示すが, 2年目以降それは急激に
低下する, これにはカニバリズムが関与しているらしい, ただ絶滅に至ることはなく，絶滅を引きおこすのは池の干上
がりのみである．

研究成果の概要（英文）：Population size estimation of flood-plain Cyprinid(Hemigrammocypris rasborella),li
ving in 10 different condition of artificial rice-field ponds, was made over 10 years. Drastic population 
growth rate was observed the first year after new introductions. Next year sudden decrease of population s
ize may be related by cannibalism. But cannibalism never or hardly arise extinction of given pond populati
ons, which may be caused by dry-up of pond water only.The fragmentation of water channel network may be th
e main mechanism of the species extinction.
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１．研究開始当初の背景 

コイ科の小魚カワバタモロコは静岡県か

ら九州北部に至るまでの水路やため池に，

メダカやドジョウと同じように，ごく普通

に生息していたとされている．だが現在，

環境省（2003）レッドリスト IB に，また

改定兵庫県 RDB（2003）の A ランクに指

定されている希少種で，兵庫県での生息池

は 20 ヶ所を切った． ため池は日本の水辺

の自然を構成する重要な要素であるにもか

かわらず，琵琶湖などの湖沼に比べ陸水生

態学的研究は遅れている（西条他 1995,土

山 2003,田中他 2010）．コイ科のカワバタ

モロコ「ため池」は，環境教育の対象とし

て河川とともによく取り上げられるが，生

息場所の科学的な記載や基礎的な報告・資

料は実は皆無といってよい．すなわち，カ

ワバタモロコがなぜ絶滅過程を突き進んで

いるかのストーリーが描けず，したがって

絶滅回避の方策も打てないでいる． 
 
２．研究の目的 

ごく普通に生息していたとされているカ

ワバタモロコであるが，現在兵庫県での生息

池は 20 ヶ所を切った．生物多様性国家戦略・

生物多様性ひょうご戦略を進めるうえで，種

の絶滅を回避することは必須の条件である． 

本研究は氾濫原の一時的水域のパイオニア

種と考えられるカワバタモロコの基礎生態

を，博物館実習講座の受講者とともに明らか

にし，絶滅寸前に至った要因を考察する．次

に絶滅リスクを軽減する放流に際しての生

態的・遺伝的放流ガイドラインを策定し，近

隣の小学校ビオトープ・私有池所有者との連

携のもとで放流を実施，希少種を日本で初め

てレッドリストから外し普通種に格下げす

るのが目的である． 

３．研究の方法 

2001 年より人と自然の博物館実習講座「た

め池を探る」・キリンビオトープ調査会を企

画し，環境条件の異なる 6個のため池とビオ

トープ池で，受講者とともにカワバタモロコ

の個体群変動を標識再捕法で 10 年近く追っ

てきた．同時に，これらのため池の物理化学

的要因と捕食者候補であるトンボヤゴやス

ジエビなど水生動物相とその密度や水生植

物相とその被度など，ため池調査法（田中

2005）に従いため池の生物群集の全体像を把

握してきた．また年に一度は，標識再捕法に

よる個体数推定をカワバタモロコについて

は実施した．  

 
４．研究成果 

（1）生息環境条件 

 最も変動幅の大きかったキリンビオトー

プ池についての結果を記す．湖あるいは河川

と異なり，ため池またビオトープはその水塊

の量が小さく水温の日変化また年変化も大

きいと予想されるがカワバタモロコは高

温・低温に対する耐性の極めて強い種である． 

その他溶存酸素・栄養塩濃度に関しても特殊

な条件を求めているわけではない．ため池は

河川や湖より水温や溶存酸素量の季節変動

や日変動の極めて大きい過酷な環境である． 

（2）カワバタモロコの数の変動 

三田市祥雲館高校の生徒との課題学習に

おいて尾鰭断法による標識再捕法の体数推

定の結果を図 1 に示した 2005 年秋より，三

田祥雲館高校との連携授業として，ピターセ

ン法（標識再捕法）による魚の個体数推定を

行った．2005 年秋には，ビオトープ調査会と

あわせて二回推定を行う機会を得た．カワバ

タモロコの 2005 年 10 月の個体数推定値は，

3202 個体と 3342 個体と極めて近い推定値が

得られた．また 2006 年 10 月の推定値は 2766

個体，2007 年 10 月は 2714 個体，2007 年 10

月は 2714 個体，2008 年 10 月は 3210 固体，

2009年 10月は4538個体と5年間の個体数は

きわめて安定している．しかし 2010 年 10 月

には推定固体数は 8413 個体と前 5 年間の倍

近くに増加した．続く 2011 年には再び 4659

個体と減少し，2010 年の増加が一時的なもの
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図．1 カワバタモロコの数の変動 

 

だったことを示している． 

 カワバタモロコの産卵群は主に一才魚で 6

月に産卵することから，10 月の推定値を 35

ｍｍ未満と以上に分離して推定し，これらの

関係を求めたところ．推定値が大きくずれた

2010 年を除いて，両者は 45 度の直線上にあ

る．カワバタモロコの40ｍｍ程度雌は約1000

個の卵を持つが，6月の産卵からわずかに 3

カ月で翌年の親魚と同じレベルに数が減少

することが明らかになった．死亡は 6月の 

産卵期から3カ月で生じその後の死亡は少な 

いと考えられる．ではこの当才魚の死亡要因

は何か． 

（3）想定捕食者メダカとトンボのヤゴ 

 10 月のカワバタモロコ当才魚と 6・7・8月

のメダカ密度（目視観察）を検討した．メダ

カの密度に対してカワバタモロコ 10 月の当

歳魚の密度との間にはかすかではあるが正

の相関が認められる．すなわち，メダカが増

えればカワバタモロコの数も増えるという

結果であって．メダカの捕食がカワバタモロ 

コの当歳魚の生残率を低下させている傾向 

は認められなかった．またトンボヤゴとカ 

ワバタモロコ当歳魚との間にも，メダカで認 

められたのと同様の結果」を得た． 

 

 

（4）想定捕食者ミナミヌマエビ 

 

図．2 ミナミヌマエビとカワバタモロコ 

 

図 2 に 10 月のカワバタモロコ当才魚と 8

月のミナミヌマエビの密度（網引き調査）を

示した．メダカの密度に対してカワバタモロ

コ 10 月の当歳魚の密度との間にはかすかで

はあるが負の相関が認められる．すなわち，

ミナミヌマエビの数が増えればカワバタモ

ロコ当歳魚の数は僅かではあるが減少する．
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しかしながらそれ程強い影響を受けている

わけではない． 

（5）新たな池へ放流後のカワバタモロコの

初期増加 

 護岸工事や排水溝の工事のため，一旦水が

干上がってカワバタモロコが絶滅した三つ

の池でカワバタモロコの潜在増殖能力を確

認するため，産卵期直前に雄 10・雌 10個体

を放流してその後の初期増加を追跡した

（図.3）． 
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図.3 干上がり絶滅後，雄雌それぞれ 10 個
体を放流した後 2年間の上からＡ・Ｂ・Ｃ池
のカワバタモロコの数の変化． 

 

カワバタモロコは放流翌年には驚くべき

増加を示した．放流した雌の産卵数を 1000

個/個体とし放流した雌が全て産卵したと仮

定すると，一年後のカワバタモロコの生残率

は数割から 4割に達することも判明した．放

流一年目は放流個体の数百倍に増加するが

二年目には数が増加するとは言うもののそ

の増加率は数割程度で極端に増加率は低下

する． 

 何故放流後一年目に数百倍に増加するに

も関わらず，二年目にはせいぜい倍近くにし

か増加しないのか．一般的な解釈は放流一年

目でほぼ環境収容力に達し，その後は餌資源

あるいはその他の必須資源が限られていて

頭打ちになるというものであろう．しかしな

がらコイ科その他の魚類が個体数を減少さ

せるのは一般的には冬季の越冬期間である

と考えられている．捕食が二年目の当歳魚の

減少に関わっているとしても，それはすでに

検討したメダカ・トンボヤゴやミナミヌマエ

ビである可能性は小さい．放流初年度と二年

目とで大きく異なっているのは，カワバタモ

ロコ自身の親魚の密度である．決定的な証拠

はないがカワバタモロコの卵あるいは稚魚

への捕食圧が二年目の当歳魚の増加率の減

少要因として大きく作用しているのではな

いか．ではまるで環境収容力があるかのよう

にあるレベルに収斂あるいは変動するのは

何によるのか？親魚による卵・仔魚の捕食を

まぬかれる仔魚の数がエコトーンの構造に

よって決定されているのではないかという

仮説を提出しておく．親魚の数が増えようと

もどんなに努力しても食うことのできない

自らの卵・仔魚の数はエコトーンの構造によ

って決定されているという考え方である．キ

リンビオトープ池でカワバタモロコの数が

驚くほど安定しているのは，沈水植物・浮葉

植物・抽水植物の被度をある程度一定に維持

していることが大きく関わっていると考え

られる．これまでにカワバタモロコの数が減

少し続けて，絶滅近くにまで減少したのは，

水草が崩壊しため池の岸や底が露出して

土・泥にさらされた池のみで観察されている． 

カワバタモロコの減少要因が親魚による

捕食だとすると，カワバタモロコを増殖させ



 

 

るには，カワバタモロコの生息していない水

域に放流すれば良いという結論を導き出す． 

（6）学校ビオトープ等への移植放流 

①宝塚市立 逆瀬台小学校 

2011 年 5月 26 日に雄 20個体・雌 20個体

を放流してその後モニタリングを継続．2011

年10月13日にトラップによりカワバタモロ

コは採れない．もう一度 30 分トラップを沈

めたがこれにもカワバタモロコは採集でき

ず．つづいて手網で今年生まれた小さなカワ

バタモロコを 2匹採集．確実に生まれてはい

るがその数は極めて少ないことを確認した．

11 月 11 日に，水面を覆っていたスイレンを

取り除き再び 3個のトラップを沈めカワバ

タモロコの採集を試みました．その結果，モ

ツゴ 24 個体とメダカ 11 個体に混じって，カ

ワバタモロコを合計 7個体採集することに

成功． 

 モツゴが先に住んでいるビオトープに後

からカワバタモロコが入るのは難しい可能

性がある．ビオトープ班が先住のモツゴを取

り除く努力をした結果，2013 年の調査では

数 10 個体に増加していることが確認され，

今後さらにモツゴの影響を除去しカワバタ

モロコのモニタリングも続行する． 

②尼崎市立 潮小学校 

2011 年 6月 15 日に田中が事前視察し，ビ

オトープには現在放流した魚がいないこと，

産卵床となる水草がないことを確認．水草の

代わりに産卵床となるシュロのマットをビ

オトープの岸に配置することを確認した．6

月 22 日の朝，逆瀬台小学校と同様に雄 20 個

体・雌 20 個体のカワバタモロコを放流．2011

年 10 月 26 日に，トラップを 3個沈めカワバ

タモロコの捕獲を試みたが，採集されたのは

わずかに 3個体．潮小学校のビオトープでも，

逆瀬台小学校と同じようにカワバタモロコ

は思ったようには増えなかった．続く 2012

年には人為的に導入してはいない糸状藻類

が繁茂し，採集されただけでカワバタモロコ

は 100 個体以上に増加した．逆瀬台小学校の

ビオトープより面積が狭く，水草も貧弱な潮

小学校ビオトープであるが，カワバタモロコ

にとってはより良い条件であったと考えら

れる．その理由は．潮小学校には先住の魚な

し，逆瀬台小学校には先住魚モツゴとメダカ

が多数棲息していることが影響していると

考えられた． 

③芝半導体工場ビオトープ 

兵庫県では武庫川水系と加古川水系とで

ハプロタイプが異なる（Katsutoshi 

Watanabe et al. 2014)  ことを明らかにし

たうえで．姫路市太子町の東芝半導体工場の

小さなビオトープに，地域の遺伝的特性を考

慮して「姫路市立水族館」所有の揖保川水系

産カワバタモロコを放流した．逆瀬台・潮小

学校のビオトープよりさらに面積の小さな

水槽とも呼ぶべきビオトープであったが，結

果は成功，数 100 個体に増加した．この小さ

なビオトープにも先住魚は居ない． 

 先住魚が居ない潮小学校・東芝工場では順

調に増加したが，先住魚モツゴとメダカが居

る逆瀬台小学校ではなかなか増加しないと

いう結果が得られた． 
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